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1　は　じ　め　に

黒泥・泥炭土壌復元田における水稲生育は，連作水田に

比べ非常に旺盛で養分吸収量も多く，倒伏を招く事例が多

く見られる。しかし，この養分吸収量の増加が，畑状態に

よる作土の乾燥効果によるものか，耕盤の濃乱による下層

土からの供給が増加することによるものか，明確ではない。

そこで輸換畑年数の異なる復元田及び連作水田に有底，無

底枠を設置し，作土，下層土由来別の養分供給力を調査し，

次の結果を得たので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験圃場の土壌型及び概要

試験圃場の土壌，栽培概要を表1に示した。米山A復元

田（米A復以下同じ，最終畑作物大豆），米山B復元田

（米B復以下同じ．同白菜）は輸換畑期間7年，復元2年

表1　試験圃場の土壌型及び栽培概要

区 名
試 験

場 所

基肥量
土壌型　 前作　 作付品種　 窒　 素

（g ／d ）

輪
米 A 復 米山町 黒泥土　 水稲　 ササニシキ　　 3．0
米 B 復 黒泥土　 水稲　 チヨホナミ　　 3．5

換
田
角　 復 角田市 黒泥土　 大豆　 チヨホナミ　　 0
南　 復 南郷町 泥炭土　 大豆　 ササニシキ　　 0

連作 米　 連 米山町 泥炭土　 水稲　 ササニシキ　　 2．4
水田 角　 連 角田市 泥炭土　 水稲　 サトホナミ　　 3．6

表2　試験圃場の土壌化学性　（乾土100g当り）

層位T－CT－NT－PCEC訟‖㌫
（cm）（％）（％）（％）（me）（mg）（mg）

米A復

米B復

角　復

南　復

米　遵

角　遵

0－15　6．75　0．39　0．31　35．7　41．4　　20

15－33　6．55　0．30　0．15　46．1　7．0　14

0－15　5．85　0．35　0．31　42．1　37．8

15－4312．1　0．60　0．19　51．5　　4．5

0－17　7．03　0．53

0－15　2．45　0．14

15－25　6．28　0．43

0－15　7．310．48

15－5035．1　2．22

0－17　5．08　0．36

0．33　44．8

0．15　26．2

0．26　38．5

0．34　29．6

0．22　　　－

0．24　39．7
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日，角田復元田（角復以下同じ）は輸換畑期間1年，復元

初年臥南郷復元田（南復以下同じ　大豆3年栽培）は輪

換畑期間3年，復元初年目の圃場である。各圃場の土壌化

学性を表2，土壌柱状図を図1に示した。
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図1試験圃場の土壌柱状図
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（2）作土と下層土の養分供給の評価法

1）遮断区：圃場内の平均株について透水性のある布

を木枠（30×15×深さ15cm）の底につけた有底

枠で栽培した。

2）無遮断区：同様木枠だけの下層土無遮断区

無遮断区と遮断区の養分吸収差より下層土由来の養分供

給量を評価した。なお，枠設置時点で生育中庸な株を選び．

できる限り均一化した。作土由来の地力窒素供給量ついて

は∴重窒素を用いていないので，基肥窒素の利用率を30

％■）として遮断区より差し引いて求めた。

（3）作土地力窒素の推定

作付前の生土を用い，20℃，30℃の湛水培養における窒

素無機化量を求め，窒素無機化プログラム2）及び地温デー

タ（農業センター泥炭土圃場5cI］地温）から圃場における

窒素機化量を推定した。

3　試験結果及び考察

各圃場における倒伏の程度は繭復が倒伏甚（4×70）で

あったが，他の圃場は軽い倒伏（1×100以内）であった。

南復はササニシキの無窒素栽培であるが，梓長で90C町窒
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図2　水稲の生育・収量（枠栽培）

素吸収量で13g／ポ以上となったため倒伏程度が大き

かった。

遮断区並びに無遮断区の収量構成要素を図2に示した。

下層土を遮断することにより，いずれの圃場も穂良には差

がないが稗長が短くなり．穂数並びに一穂籾数が減少した

ため，豊熟歩合は同程度であったが，収量は低下した。

成熟期の総窒素吸収量及び作土，下層土由来別地力窒素

吸収量を復元年数別に表3に示した。総窒素吸収量は復元

2年目の米A，B復が平均11．9，復元初年目の角復，南復

が平均11鼠連作水田が平均10．6g／がであった。作土由

来の地力窒素吸収量は復元2年目と連作目が8．4gと同程

度であったが∴復元初年日では9．5g／山であり，作土由

区　名

乗の地力窒素は復元初年目に供給量が多い傾向がみられた。

次に下層由来の窒素吸収量についてみると，復元2年，初

年とも2・4gと連作田の1・3g／dに対し2倍の水準でり，

特に米B復と南復で下層土からの吸収が多かった。すなわ

ち，輸換畑年数が長く，下層土が肥沃な場合には，下層土

由来の地力窒素供給量が多くなる傾向が認められた。

作土由来の地力窒素吸収量と無機化推定値並びに地力窒

素吸収量／推定値の比（％）を表3に示した。角蓮を除い

た圃場で窒素吸収量が無機化推定値をいずれも上回り，無

機化推定値を100とした作土由来地力窒素の比は106～138

（平均120）であった0このことは，現地の窒素吸収量が．

施肥や水稲生育の影響により，室内培養により得られる推

定値と異なる可能性を示唆している。実用上では，無機化

推定値に係数1．2を乗じて補正すれば，おおむね現地の吸

収量が推定できると考えられる。角連では無射ヒ推定値に

対し吸収量比が59と他の圃場に比べ大幅に下回った。これ

は本水田では稲藁すき込みを行っているため．発現した

地力窒素が稲藁に取り込まれたため起こったものと推定
された。

燐乳加里，珪酸の吸収量を表3に示した。作土由来の

燐酸，加里吸収量については施肥の影響があるため，下層

土由来の吸収量のみを比較した。燐酸の下層由来吸収量は

全補場の平均で0．8g／叶全吸収量に対する寄与率で13

％であった。各圃場別では米連で極端に吸収量が少なく，

南復で最も多く，他の圃場の差はそれほど大きくなかった。

蓑3　作土・下層土由来別養分供給量と地力窒素無機化推定値
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これは下層土の燐酸肥沃度の差が大きく現われたもので，

復元田と連作田との下層由来燐酸吸収量の差は小さいもの

と考えられる。

加里の下層由来吸収量は，全圃場の平均で2．4g／ポ，

全吸収量に対する寄与率で14％であった。復元田と連作

出を比較すると窒素と同様．輸換畑年数の長い親場で供給

量が多くなる傾向がみられた。

珪酸の作土由来吸収量は復元2年目で89g，復元初年目

で83g，連作水田で77g／ポとやや復元田で多くなる傾向

がみられる。下層由来の珪酸吸収量は全平均で16g／吼

加里吸収量
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全吸収量に対する寄与率で16％であった。復元年数別では，

復元2年目，復元初年目とも18gで連作田の12g／ポに対

し多く，窒素，加里と同様の傾向であった。
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